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大城善盛Ⅱ浅野次郎『大学図書館の管理と運営』［日本図書館協会、一九九一一年］二六頁［岩猿執筆］）。明治一九年の「帝国
大
学
図
書
館
規
則
」
の
第
一
条
に
は
「
帝
国
大
学
図
書
館
ハ
大
学
院
及
上
分
科
大
学
ノ
図
書
ヲ
貯
蔵
ス
ル
所
ト
ス
」
と
あ
る
。
大
学
館
を
設
置
し
て
い
た
（
医
学
部
に
は
書
籍
室
が
置
か
れ
た
）
。
こ
の
時
の
蔵
書
は
医
学
書
を
除
い
て
五
万
四
千
冊
と
あ
る
（
岩
猿
敏
生
Ⅱ
教
員
、
研
究
者
の
た
め
に
収
集
、
保
管
す
る
役
割
も
「図書館」という語を最初に用いたのは、
「書籍院」あるいは「書籍館」が使われていた）。
大
学
に
図
書
館
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
。
そ
の
答
え
は
至
極
あ
た
り
ま
え
で
は
あ
る
が
、
あ
え
て
簡
単
に
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
教
員
・
学
生
の
研
究
教
育
に
役
立
た
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
在
籍
・
在
職
し
て
い
る
者
に
閲
覧
の
便
宜
を
図
る
の
み
な
ら
ず
、
将
来
の
学
生
、
図書館は本の「貯蔵所」であったわけだ（「東京大学百年史・部局史四」［一九八七年］二九八頁）。
一
方
、
こ
の
こ
ろ
創
立
し
た
専
門
学
校
、
後
の
私
立
大
学
は
い
ず
れ
も
図
書
の
調
達
に
苦
し
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
は
貯
蔵
の
た
め
の
図
書
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
教
科
書
と
し
て
用
い
る
か
、
あ
る
い
は
講
義
を
理
解
す
る
た
め
の
参
考
と
し
て
必
要
だ
っ
た
。
早
稲
田
、
中
央
、
い
ず
れ
も
図
書
館
を
設
置
し
て
も
そ
こ
に
並
べ
る
本
が
な
い
た
め
、
必
死
の
思
い
で
そ
ろ
え
た
の
で
あ
る
。
第
一
章
図
書
館
の
前
史
、
は
じ
め
に保
管
す
る
役
割
も
負
っ
て
い
よ
う
。
明
治
一
○
年
二
八
七
七
年
）
四
月
に
創
立
の
東
京
大
学
で
あ
る
（
そ
れ
以
前
は
こ
の
年
の
一
○
月
に
は
す
で
に
法
、
理
、
文
学
部
の
構
内
に
独
立
し
た
図
書
１ 
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東
京
法
学
校
と
東
京
仏
学
校
の
両
校
は
、
合
併
し
た
と
は
い
え
、
規
模
も
財
政
基
盤
も
、
校
風
も
か
な
り
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
違
い
は
、
図
書
館
の
あ
り
方
に
も
よ
く
現
れ
て
い
る
。
図
書
館
に
と
っ
て
必
要
な
書
籍
・
雑
誌
、
ス
。
ヘ
ー
ス
、
規
則
の
三
点
セ
ッ
ト
は
、
す
で
に
東
京
仏
学
校
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
が
合
併
後
和
仏
法
律
学
校
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
京
法
学
校
に
は
、
図
書
館
の
存
在
を
示
唆
す
る
よ
う
な
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
閲
覧
規
則
な
ど
の
ル
ー
ル
も
お
そ
ら
く
な
かったであろう。しかし、学校の内外に、図書館的機能を果たす様々な装置があった。本章では、法政大学図書
館の前史として、主に東京法学校に焦点を合わせて、どのような装置があったのかを整理することにする（注１）。
○
年
）
で
あ
る
。
本
学
の
前
身
・
和
仏
法
律
学
校
は
、
法
律
専
門
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
東
京
法
学
社
お
よ
び
そ
の
後
身
の
東
京
法
学
校
と
、
仏語を教える東京仏学校が明治一一二年（一八八九年）に合併してできた。その後、同一一一六年の専門学校令により和
仏
法
律
学
校
法
政
大
学
と
改
称
し
、
さ
ら
に
大
学
令
（
大
正
七
年
）
に
よ
り
名
実
と
も
に
大
学
と
な
る
の
は
、
大
正
九
年
二
九
二
ろうか。
で
は
法
政
大
学
草
創
期
の
図
書
館
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
明
治
期
の
本
学
の
図
書
館
に
関
す
る
記
録
は
驚
く
ほ
ど
少
な
い
。
本
学
は
設
立
か
ら
数
十
年
間
、
書
籍
閲
覧
室
、
図
書
閲
覧
室
は
別
と
し
て
、
教
室
、
講
堂
な
ど
か
ら
独
立
し
た
図
書
館
と
い
う
建
物
は
確
保されていなかった。本学の「図書館設置」は他大学よりもかなり遅れて、昭和期まで待たねばならないのである。
と
こ
ろ
で
、
図
書
館
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
は
何
だ
ろ
う
。
ま
ず
第
一
に
書
籍
・
雑
誌
で
あ
る
。
次
に
、
そ
れ
を
保
管
す
る
ス
ペ
ー
ス
あ
る
い
は
閲
覧
す
る
空
間
、
さ
ら
に
は
増
え
続
け
る
図
書
等
の
分
類
・
整
理
お
よ
び
閲
覧
・
貸
出
し
の
ル
ー
ル
の
三
つであろう。
そ
れ
で
は
、
書
籍
・
雑
誌
を
保
管
し
た
り
、
閲
覧
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
け
れ
ば
、
「
図
書
館
は
存
在
し
な
か
っ
た
」
こ
と
に
な
る
だ
２ 
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っていた。同広告の中に「上告、控訴、初審ノ詞訟代言」とある（「百年史」一○頁）。
そうだとすれば、平成一六（二○○四）年にスタートした曰本の法科大学院のいくつかでは、リーガルクリニッ
クと称して、学内に弁護士事務所を置き、そこで法科大学院生に（依頼者の了解を得て）現実の弁護士業務を体験
させ、訓練することによって、法曹養成の一翼を担うことがおこなわれているが、東京法学社の組織は、その原
型ともいうべきものである。この先見性は、注目に値しよう。しかし、東京法学社が産声を上げたわずか一カ月
後の同一三年五月代一一一一戸人規則が改正され、地方ごとに作られる代一一一一口人組合以外に「私一一社ヲ結ピ号ヲ設ケテ営業
ヲ為」すことが禁止された。「民権運動の中心的担い手と指導者における、代言社に集まった法律家の占める比重
は大きく、政府にとっては看過すべからざる事態だった」と「百年史」はその背景を説明している（一四三。そ
霞
■
｜
…
璽一《制噸灘剛
鵜一識剛議纏蕊鱗
（１）現代の法科大学院を先取りする東京法学社の組織
明治’三（’八八○）年四月に東京法学社として産声を上げた本学は、講
置
圏
今
脇
謝
恩
筋
鰯
嵐
ワ
圃
画
・
閉
噂
鬮
△
箆
段
臓
犠
践
出
圃
払
務
涜
函
霊
蝦
峨
二
、
東
京
法
学
校
時
代
東京法学社設立広告
法
局
と
代
言
局
か
ら
な
っ
て
い
た
。
前
者
で
法
学
教
育
を
施
し
、
後
者
で
は
ど
の
よ
う
に法学知識を弁護士として実地に活用していくかの実務的訓練の場として
活用する計画であっただろうと思われる。これは明治二一一年四月東京日日
新聞に掲載された東京法学社設立広告に「代言生ヲ陶冶ス」とあることか
ら
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
代
言
局
で
は
裁
判
弁
護
の
実
務
も
お
こ
な
う
こ
と
に
な
３ 
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明
治
一
三
年
に
公
布
さ
れ
た
治
罪
法
（
刑
事
訴
訟
法
）
で
は
、
被
告
人
が
弁
護
人
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
旨
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、
重
罪
の
被
告
人
に
は
弁
護
士
を
必
ず
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
、
「
被
告
人
の
人
権
擁
護
の
た
め
の
弁
護
人
と
い
う
役
割
が
明
確になった」（「百年史」一五頁）。このように、代言人の制度は、民事ばかりでなく刑事にまで拡張され、社会的
役割は飛躍的に拡大した。そこで、「より高度の法知識と法技術をもった在野法曹の育成が、時代の要請として前
面に出てきたのである」（「百年史』’五頁）。本学は、このような時代の要請の風に乗って急速に発展を遂げるの
白
体
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
である。
の
結
果
、
学
校
内
で
集
団
で
弁
護
業
務
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
ず
、
代
言
局
は
解
局
の
憂
き
目
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
４
の
東
京
法
学
社
で
ど
の
よ
う
な
構
想
が
立
て
ら
れ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
実
地
に
移
さ
れ
る
前
に
、
構
想
晒顛蝿鵬卿蛎綱綱剛鯛腫鯛醐雛關輔鰭逸降，鵬
（
２
）
初
期
の
頃
（
明
治
一
四
年
～
一
八
年
）
ｌ
薩
唾
正
邦
に
つ
い
て
東
京
法
学
社
時
代
も
含
め
て
、
本
学
は
、
財
力
も
学
歴
も
な
く
、
た
だ
法
律
思
想
を
普
及
illiiiIIi 鰯蛎禰噸醗鰄辱．坐緊 陵』寵司阿
蕊蕊驚蕊蕊蕊蕊 P･通
東京法学校開校広告
翌一四年には、東京法学社講法局が独立して東京法学校に改称・改組し、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
法
学
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
当
初
、
東
京
法
学
社
の
募
集
広
告
に
は
金
丸
鐵
と
伊
藤
修
の
み
が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
い
た
。
後
に
主
幹
と
な
る
薩
唾
正
邦
は
、
下
級
と
は
い
え
官
吏
で
あ
っ
た
た
め
に
名
前
を
出
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
’
四
年
の
東
京
法
学
校
か
ら
は
、
薩
唾
が
正
面
に
登
場
し
（
同
年
一
月
に
官
を
辞
し
て
い
る
）
、
学
校
経
営
に
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
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を
極
め
た
と
い
う
。
明
治
四
年
（
一
五
歳
）
の
時
に
、
京
都
仏
学
校
で
レ
オ
ン
・
デ
ュ
リ
ー
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
二
年
半
学
ぶ
。
富
井
政
章
、
高
木
豊
三
、
本
野
一
郎
等
、
そ
の
後
本
学
と
深
く
か
か
わ
る
人
々
が
こ
こ
で
学
ん
で
い
る
。
、
と
く
に
富
井
と
は
深
く
親
交
を
結
び
、
後
に
彼
の
妹
を
妻
に
迎
え
て
い
る
。
京
都
仏
学
校
が
廃
止
と
な
っ
た
た
め
、
東
京
開
成
学
校
に
赴
任
し
た
デ
ュ
リ
ー
の
後
を
追
っ
て
上
京
し
た
。
元
老
院
議
官
の
学
僕
と
し
て
住
み
込
み
で
働
き
な
が
ら
、
デ
ュ
リ
ー
か
ら
個
人
的
に
一
一
年
間
、
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぶ
。
そ
の
間
明
治
九
年
に
は
司
法
省
法
学
校
生
徒
募
集
の
試
験
を
受
け
た
が
、
筆
記
試
験
に
合
格
し
た
も
の
の
、
体
格
不
良
で
合
格
し
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
、
同
時
期
に
、
後
に
本
学
を
支
え
る
梅
謙
次
郎
、
富
井
政
章
の
二
人
も
受
験
し
て
い
る
（
注
２
）
。
梅
も
体
格
不
良
で
合
格
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
東
京
外
国
語
学
校
に
入
学
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ん
だ
後
、
司
法
省
法
学
校
に
転
入
し
て
い
る
（
司
法
省
法
学
校
は
原
則
と
し
て
人
年
コ
ー
ス
で
あ
る
。
梅
は
五
年
次
に
編
入
す
る
）
。
富
井
の
結
果
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
の
直
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
実
業
家
で
宗
教
博
物
館
（
ギ
メ
博
物
館
）
の
創
立
者
・
館
長
と
な
る
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
に
従
っ
て
フ
ラ
ン
語」［’九九○年、非売品］、同「薩唾物語（第二編）ｌ貧乏物語ｌ」［一九九二年、非売品］参照）。幼少時に父を亡くし、
母
親
が
再
婚
し
て
家
を
出
た
た
め
、
祖
母
の
手
で
育
て
ら
れ
た
。
祖
母
は
能
書
家
、
教
育
者
と
し
て
著
名
だ
っ
た
が
、
生
活
は
貧
窮
ス
に
渡
り
、
リ
ヨ
ン
大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
薩
唾
は
、
そ
の
後
、
内
務
省
社
寺
局
長
桜
井
能
監
の
推
薦
で
内
務
省
雇
と
な
っ
た
。
同
時
に
一
二
年
八
月
に
は
ボ
ア
ソ
ナ
５
薩唾正邦東
京
法
学
校
の
中
心
に
な
っ
た
薩
唾
正
邦
は
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
年
）
京
都
で
、
代
々
石
門
心
学
の
流
れ
を
引
く
儒
者
の
家
に
生
ま
れ
た
（
薩
唾
に
つ
い
て
は
、
「
百
年
史
」
の
ほ
か
、
江
橋崇「薩唾正邦ｌタイトルなき法学者の運命」『夜明け」六八頁以下、薩唾章「薩唾物
さ
せ
た
い
と
い
う
、
熱
い
気
持
ち
だ
け
は
人
一
倍
も
っ
て
い
た
二
○
代
の
青
年
た
ち
が
作
っ
た学校である。
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東京法学社は開校とともに、学生がさばききれないほど殺到した。そこで一一一一年一二月に、神田錦町二丁目の
旧旗本屋敷に移転する。この際、その広告の筆頭に薩唾の名前が登場する（『百年史」’’三頁）。この広告に名を連
ね
た
伊
藤
修
は
、
そ
の
後
関
係
が
途
絶
え
、
ま
た
金
丸
鐵
も
明
治
一
五
年
一
月
に
代
言
人
試
験
に
合
格
す
る
も
、
父
の
病
気
の
た
め
に
東
京
を
去
り
、
そ
の
後
大
阪
で
代
言
人
と
な
る
が
、
つ
い
に
本
学
と
の
関
係
が
切
れ
て
し
ま
う
。
東
京
法
学
校
と
改
称
の
後
も
江
湖
か
ら
好
評
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
多
く
の
学
生
が
入
学
す
る
が
、
退
学
者
が
相
次
ぐ
な
ど
、
学
生
の
出
入
り
が
激
し
く
、
落
ち
着
い
て
勉
強
す
る
雰
囲
気
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
れ
で
も
初
期
の
頃
は
、
私
塾
的
雰
囲
気
の
中
で授業がおこなわれていたようである。授業は、次の一一一つに分けられた（「百年史」一一三頁。明治一四年当時の時間
割の資料はみあたらないので、ここでは東京法学社時代［明治一三年一○月頃］のものを掲げる）。
別科（午後一時半から一時間。科目は仏学。これは、「仏藺西原書に就て法律を学ぶの階梯」という）
昼
学
（
月
・
水
は
日
本
治
罪
法
、
火
・
士
が
日
本
刑
法
、
木
が
英
国
民
事
犯
法
、
金
が
仏
国
民
法
と
い
う
内
容
。
ほ
ぼ
午
後
三
時
１Ｆ（口絵写真①）の講義を聴くようになり、その年の一二月にポアソナードの推挙により司法省一届に転じた。翌
一一一一年六月には（元老院に設置された）民法編纂局御用掛も兼務するようになった。まとまった学歴はないが、着
実
に
法
学
の
力
を
つ
け
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
東
京
法
学
社
が
設
立
さ
れ
た
の
は
こ
の
間
の
こ
と
で
あ
る
。
薩
唾
に
と
っ
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
の
出
会
い
の
意
味
は
非
常
に
大
き
い
が
、
二
人
の
関
係
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
今
も
っ
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
キ
ャ
リ
ア
の
な
い
薩
唾
の
肩
書
き
は
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
門
人
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
は
ま
だ
こ
の
肩
書
き
が
力
を
発
揮
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
夜学（月・火・木は仏国民法、日本治罪法、日本刑法の各輪講、水は仏国商法講義、金は法律格言講義、士は
半
か
ら
二
時
間
。
土
曜
日
の
み
午
後
一
時
か
ら
二
時
間
）
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学
生
数
が
膨
張
し
、
校
舎
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
明
治
一
七
年
三
月
、
神
田
小
川
町
一
番
地
の
旧
勧
工
場
（
博
覧
会
の
出
品
物
を
売
り
さ
ば
く
場
所
）
の
建
物
に
移
転
し
た
。
こ
の
新
校
舎
は
人
目
を
引
く
ほ
ど
の
規
模
を
誇
り
、
正
面
の
入
口
に
は
、
講
師
の
堀
田
正
忠
（
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
門
人
・
大
審
院
検
事
）
が
大
審
院
長
の
玉
乃
世
履
に
懇
請
し
て
揮
毫
し
て
も
ら
っ
た
「
東
京
法
学
校
」
の
大
文
字
次
第
に
学
校
の
体
裁
が
整
い
、
明
治
一
五
年
に
薩
唾
は
、
東
京
府
に
対
し
て
学
校
設
置
願
を
届
け
出
て
、
同
年
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
薩
唾
は
学
生
の
学
力
判
定
に
随
分
厳
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
卒
業
を
容
易
に
認
め
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
第
一
期
の卒業生八名が出たのは、（創立五年後の）明治一八年である。おそらく、この一五年前後から代言人試験、判検
事
登
用
試
験
の
準
備
の
た
め
の
学
校
と
し
て
、
本
学
の
体
制
が
固
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
薩
唾
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
出
講
要
請
に
成功した。肉親との縁が薄く、貧しいが、学問への情熱のある薩唾をボアソナードはふところ深く慈しんだのか
もしれない。学校の看板としてのボアソナードの力は絶大だった。さらに明治一六年秋には一大改革を断行する。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
を
教
頭
と
し
、
リ
ヨ
ン
留
学
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
富
井
政
章
な
ど
を
新
た
に
講
師
に
迎
え
た
（
従
来
の
六
人
か
ら
一一一一人体制）。授業時間も四時間制（従来の倍）とし、さらには定員も一五○人から八○○人に増やした（三学年制
も導入している）。
復
習
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
｜
種
の
「
共
同
研
究
」
と
い
わ
れ
て
お
ｍ
政大学報」六巻六号［一九二八年］）、現代のゼミ形式に近いし
た
薩
唾
が
学
生
と
、
口
角
泡
を
飛
ば
し
て
議
論
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
の額が掲げられていた。錦町校舎の三倍の広さの教室が用意されていた（一一一○○人収容可能な講堂が中心）。この校７
法律討論会。いずれも午後七時から二時間）
こ
こ
で
は
、
学
年
・
ク
ラ
ス
の
区
別
も
な
く
、
皆
同
じ
教
壷
「共同研究」といわれており（法政大学創立五○周年式典での教頭・富井の祝辞。「法
、
現
代
の
ゼ
ミ
形
式
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
立
憲
改
進
党
の
党
員
で
あ
り
演
説
が
う
ま
か
つ
皆
同
じ
教
室
で
受
講
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
輪
講
」
は
、
昼
間
講
義
の
か
ん
こ
う
ぱ
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然のことであった。
の講義筆記なども連載され、「東京法学校の学内誌のごとき観を呈して」きた（『百年史』七一頁）。それは法律を
普及させたいという送り手と、法律を学びたいという受け手の熱気が出会う場であった。さらに、時習社でも、
東
京
法
学
校
関
連
の
刊
行
物
を
大
量
に
出
版
し
始
め
る
。
明
治
一
○
年
代
か
ら
二
○
年
代
に
か
け
て
時
習
社
が
発
行
し
た
図
書
は
数
多
く
あ
り
、
本
学
校
教
師
の
ほ
と
ん
ど
が
執
筆
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
時
代
の
私
立
学
校
の
教
師
は
無
報
酬
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
教
師
は
み
な
ほ
か
に
生
業
を
持
ち
、
か
た
わ
ら
の
空
き
時
間
に
出
講
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
午
前
中
の
授
業
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
自
分
が
学
ん
だ
知
識
を
、
そ
れ
を
必
要
と
す
る
者
に
報
酬
を
期
待
せ
ず
に
分
か
ち
与
え
る
の
は
、
こ
の
当
時
は
ご
く
当
舎
購
入
資
金
は
、
大
半
を
借
金
に
頼
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
れ
が
後
々
ま
で
本
学
を
苦
し
め
る
こ
と
に
な
る
。
（
「
百
年
史
』
五
八
頁
８
以下）時習社の出版した書籍は、当然薩唾の部屋にあふれていただろう。これらの書籍は薩唾の蔵書であり、同時に
（３）出版事業
画・師阿鍾蘭歯埠鐘
鰯騨垂圃蕊謝園
法律雑誌
薩
唾
に
は
教
師
の
顔
の
ほ
か
に
も
う
ひ
と
つ
出
版
事
業
の
経
営
者
の
顔
が
あ
る
。
明
治
一
○
年
に
創
刊
し
た
法
律
の
雑
誌
の
草
分
け
、
そ
の
名
も
「
法
律
雑
誌
」
の
社
主
（「持主ことなったのは、学校の規模を拡張していくさなかのことだ（明治
十八年）。発行元は時習社という。まず「法律雑誌」の刷新を図った。薩唾
の編集する雑誌の企画は非常に斬新であった。「問答之部」欄では、東京法
学
校
で
毎
週
開
か
れ
て
い
た
法
律
討
論
会
の
議
論
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
東
京
法
学
校
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た
ば
か
り
の
講
堂
の
二
階
の
八
畳
を
図
書
室
に
充
て
書
架
を
一
一
個
設
置
し
た
が
並
べ
る
書
籍
が
な
い
。
大
隈
英
麿
校
長
が
外
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
も
の
に
加
え
て
、
教
職
員
か
ら
の
寄
贈
に
よ
っ
て
ど
う
に
か
穴
を
ふ
さ
い
だ
。
そ
れ
で
も
知
識
欲
に
燃
え
る
青
年
た
ち
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
本
来
邦
語
で
学
修
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
な
が
ら
そ
こ
が
手
薄
だ
っ
た
。
学
生
有
志
に
よ
る
「
同
攻
会
」
が
組
織
さ
れ
、
和
漢
書
を
中
心
と
し
て
図
書
を
購
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
攻
会
で
は
購
入
し
た
図
書
を
学
校
の
図
書
室
に寄託して学生の閲覧に供した、という（『早稲田大学七十年誌』［’九五二年］四○頁）。さらに、同志社では、図書
本
一
冊
が
非
常
に
貴
重
で
あ
り
、
同
時
に
人
生
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
大
き
な
意
味
を
持
つ
時
代
で
あ
っ
た
。
時
代
は
少
し
下
る
が
、
中
央
大
学
の
草
創
期
に
も
、
学
生
た
ち
は
教
科
書
の
不
足
に
泣
い
た
。
「
中
央
大
学
五
十
年
史
」
（
’
九
三
五年）によれば、「最も不便を感じたるものは、教科用図書の欠乏是なり。創立の際其筋に提出したる願書中、「教
科
用
図
書
は
講
義
を
筆
記
せ
し
め
時
々
こ
れ
を
刊
行
し
遂
に
全
備
の
も
の
を
出
版
す
る
に
至
る
を
期
す
」
云
々
と
あ
る
は
、
即
ち
此
間の消息を語るもの」
余
談
に
な
る
が
、
本
学
の
初
代
総
理
（
総
長
）
と
な
る
梅
謙
次
郎
（
口
絵
写
真
②
）
に
は
、
受
験
勉
強
を
す
る
た
め
の
書
籍
の
入
手
に
苦
労
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
明
治
一
二
年
頃
、
司
法
省
法
学
校
の
試
験
に
備
え
て
、
島
田
重
禮
の
漢
学
塾
に
入
っ
た
（
当
時
の法学校の入試は漢学の力を試すものであった）。漢学の書籍を借りたいが、塾生以外には貸さない規則があって、
梅
に
そ
の
資
格
は
な
い
。
そ
こ
で
、
梅
が
直
接
談
判
し
た
と
こ
ろ
、
島
田
は
何
も
聞
か
ず
に
承
諾
し
た
と
い
う
。
そ
の
お
か
げ
で
め
学校の蔵書といえないこともない。つまり、当時貴重な教科書、参考書の類を、学生は比較的容易に手にするこ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
でたく合格できたと、梅は後年語っている（東川徳治「博士梅謙次郎』［法政大学／有斐閣、一九一七年］二八頁以下）。
他
の
大
学
も
状
況
は
似
て
い
た
。
早
稲
田
は
ど
う
か
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
不
足
し
て
い
た
が
、
図
書
館
も
同
様
だ
っ
た
。
新
築
し
と
あ
る
。
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（
４
）
代
言
人
試
験
な
ど
の
内
容
ち
な
み
に
、
代
言
人
試
験
は
ど
う
法
二
間
、
治
罪
法
二
間
、
民
事
系
で
規
則
（
四
条
）
に
よ
れ
ば
、
官
（法学速成雑誌創刊号［明治一
ところで、時習社（口絵写真③）は、明治一一一年二月に書籍店を開き、法律図書一般の販売店として営業を開始
した。本学関係者には、ほぼ原価で頒布した（酒井（｜）一三一一頁）。原価頒布の特典は、これ以前からおこなわ
れていたようだ。例えば、「法学速成雑誌」（創刊号）の書籍広告欄に、雑誌購読者には割引価格で、しかも、本
学
関
係
者
に
は
同
業
取
引
の
代
価
で
市
販
図
書
を
取
り
次
ぐ
旨
の
広
告
が
あ
る
（
そ
の
ほ
か
、
特
別
監
督
条
規
下
の
私
立
法
律
学
生
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
他
大
学
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
東
京
法
学
校
時
代
は
、
学
校
内
部
も
、
そ
の
周
辺
も
、
実
に
多
く
の
図書・雑誌に恵まれていた、といえるかもしれない（酒井（｜）’’一一三頁）。
司法省出版の書籍を特別価で購読ができたようだ。法律雑誌五八一号一三頁参照）。
さ
ら
に
、
相
当
の
保
証
金
を
払
っ
て
貸
出
し
す
る
便
宜
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
法
学
速
成
雑
誌
社
内
部
に
設
立
し
た
書
籍
部
の
規
則
西
条
）
に
よ
れ
ば
、
官
省
出
版
の
書
籍
で
一
般
に
発
売
さ
れ
な
い
も
の
は
、
相
当
の
保
証
金
を
受
け
て
賃
貸
す
る
、
と
い
う
不
足
を
補
う
た
め
新
島
襄
お
よ
び
彼
の
協
力
者
の
個
人
所
有
の
蔵
書
を
公
開
し
て
、
教
師
学
生
の
利
用
に
供
し
た
、
と
い
う
（
酒
井
このような時代にあって、系列出版虹
し
て
い
る
よ
う
な
感
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
（二一一一九頁）。
に
、
代
言
人
試
験
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
｜
例
と
し
て
、
明
治
一
一
○
年
の
問
題
を
見
て
み
る
と
、
刑
治罪法二間、民事系では、仏法受験者には財産法と時効法がそれぞれ二間、英法受験者には私犯法が一
’○年］の記事欄三九頁）。
系
列
出
版
社
の
書
籍
に
限
ら
れ
る
と
は
い
え
、
法
律
書
が
身
近
に
あ
る
状
況
は
、
図
書
館
が
付
属
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英
法
、
独
法
の
民
法
問
題
第
一
間
第
二
間
第
三
間
第
四
間
第
二
間
本
人
時
効
ヲ
放
棄
セ
シ
ト
キ
他
人
ヨ
リ
時
効
ヲ
申
立
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
場
合
及
上
其
理
由
如
何
訴
訟
手
続
問
題
第
二
間
勘
解
ヲ
設
ク
ル
ハ
如
何
ナ
ル
趣
意
ナ
ル
ヤ
又
之
ヲ
願
フ
ハ
必
要
ナ
ル
ヤ
将
夕
随
意
ナ
ル
ヤ
明治一一四年の「判事検事登用試験」ではどうだろうか。刑法、刑事訴訟法（以上各二間）、民法（四問）、商法（三
問
）
、
民
事
訴
訟
法
（
二
間
）
の
五
科
目
の
試
験
で
あ
る
。
（
旧
）
民
法
も
（
旧
）
商
法
も
公
布
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
仏
法
、
続法が一
も
う
一
つ
、
明
治
四
明治四三年］六八頁）。
問
、
証
拠
法
が
二
間
、
契
約
辿
続
法
が
二
間
出
さ
れ
て
い
る
。
具体例を挙げてみよう（『現行試験法令及問題』［明法堂、明治二六年］）。
契
約
法
問
題
仏
法
第
一
間
義
務
相
殺
ノ
定
義
及
其
条
件
如
何
契
約
法
問
題
時
効
法
問
題
第
二
間
本
民法（本試験）
民
事
訴
訟
法
（
二
間
）
の
五
科
目
の
》
独
法
の
区
別
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
売買契約ハ何レノ場合一一於テ所有権ヲ移転スルモノナリヤ
代人ノ越権一一出ダル所為ヨリ生スル利益ハ何人一一属ス可キヤ
明治四一年度の司法官試験からも引用しておこう（『高等官判検事弁護士受験提要」［三書楼／厳松堂、
詐欺力合意一一及ホス影響如何
物権卜人権ノ性質並一一之ヲ区別スル利益如何
（仏法受験者一一限と
契
約
法
と
会
社
法
に
つ
い
て
は
、
仏
法
と
英
法
に
分
か
れ
、
各
二
間
ず
つ
出
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
訴
訟
手
11 
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ま
た
、
明
治
一
八
年
二
八
八
五
年
）
九
月
に
は
、
通
信
教
育
機
関
「
中
央
法
学
会
」
が
発
足
し
た
。
地
方
に
い
な
が
ら
法
律
学
を
学ぼうとする志のある者に、｜｜｜年間にわたって毎月三回講義を掲載した雑誌（「中央法学会雑誌」）を送付し（掲載
する講義科目の順番が決まっており、三号に一回巡回することになっている。法律雑誌四八七号［明治一八年］末尾中央法
学会広告参照）、勉学の助けとするシステムである。しかも、質問があれば、東京法学校の教員の意見に基づいて
鋪の墨壺」法政大学報一八巻一一一号［昭和一五年］。石井の回想は明治二八年頃である）。
このように見てくると、代一言人試験であれ、判事検事登用試験であれ、参考書をあれこれ勉強しなければ試験
に合格できないということではないように思われる。講義を筆記したノートあるいは後述の講義録をもとにして、
ふ
だ
ん
か
ら
論
理
的
に
考
え
る
訓
練
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
答
で
き
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
法
律
学
校
の
学
生
の
た
め
に
は
、
参
考
書
等
を
調
べ
た
り
す
る
た
め
に
、
後
述
の
書
籍
館
と
か
図
書
閲
覧
室
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
と
い
う
切
実
さ
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
勉
強
す
る
場
所
が
、
自
分
の
住
む
下
宿
な
り
寄
宿
舎
以
外
に
も
必
要
だ
っ
た
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
自
分
の
理
解
を
確
認
す
る
た
め
に
は
他
人
と
の
議
論
が
欠
か
せ
な
い
。
法
律
家
は
な
に
よ
り
も
弁
論
が
達
者
で
な
け
れ
ば
つ
と
ま
ら
な
い
。
さ
ら
に
口
述
試
験
の
際
に
は
、
質
問
に
答
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
質
問
者
の
立
場
に
反
論
す
る
能
力
も
試
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
つ
の
時
代
も
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
明
治
二
○
年
代
に
も
、
法
律
を
学
ん
で
い
る
書
生
・
学
生
た
ち
は
、
（
例
え
ば
後
述
の
大
日
本
教
育
会
の
）
書
籍
館
の
湯
呑
所
で
、
た
ば
こ
を
吸
い
な
が
ら
、
議
論
に
あ
け
く
れ
て
い
た
と
い
う
（
石
井
豊
七
郎
「
真
（５）講義録の発行
一
法
人
ハ
不
法
行
為
ヲ
為
シ
得
ル
ヤ
ーー連帯債務者ノ過失力其求償権一一及ホス影響如何
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卜した。同年七月末現在の校外生の総数は、八千五百余名という（資料集第二六集一八六頁）。その後、これは「法
政
大
学
講
義
録
」
と
し
て
、
本
学
の
財
政
的
基
盤
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
薩
唾
が
中
心
と
な
っ
て
作
っ
た
「
中
央
法
学
会
雑
誌
」
は
、
順
調
に
成
長
し
て
い
っ
た
。
現
在
で
も
、
こ
れ
ら
講
義
録
の
い
く
つ
か
は
本
学
図
書
館
に
保
管
さ
れ
ている。
○六年］’’八頁）。一一一一一年の第一期に続いて明治一一五年二月には第一一期講義録が刊行を開始し、同年七月までに
第一期分と合わせて校外生は五千余名に達した（右資料集一七三頁）。第一一一期講義録は、明治一一六年四月にスター
友の六嘉秀孝が担当。資料集第一一六集［「四のⅡ仏学会・東京仏学校関係資料・続自明拾十九年至明治四十一一年」、二○
責
任
者
で
あ
り
、
春
日
が
病
気
に
な
っ
た
後
は
、
学
監
の
大
島
が
こ
れ
に
代
わ
る
。
編
集
・
出
版
の
事
務
は
主
に
和
仏
の
幹
事
・
辻
謙
之
介
、
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
その後、和仏法律学校となって一一三年一月から、新たに校外生制度を設けて「和仏法律学校講義録」
れ始めた（一一一一一年七月の箕作麟祥の和仏法律学校学事報告によれば、七月現在三千余名の校外生がいる、という。
の刊行は、
薩
唾
が
本
学
の
経
営
か
ら
手
を
引
い
た
り
、
中央法学会雑誌
書
面
で
回
答
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
年
度
の
終
わ
り
の
試
験
に
合
格
す
れ
ば
及
第
証
が
発
行
さ
れ
、
三
年
の
全
課
程
を
修
了
し
た
及
第
者
に
は
卒
業
証
が
授
与
さ
れ
る
と
い
う
。
わ
ず
か
二
ヶ
月
足
ら
ず
で
千
余
名
の
入
会
希
望
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
第
一
期
生
卒
業
生
は
数
十
名
に
の
ぼ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
問
、
一一○年には、「会員・賛成員中一一テ判事試験二及第セシ者二十一名、代言試
験一一及第セシ者十名」を数えた（「百年史』七五頁注（〃））。第二期講義録
引
い
た
り
、
東
京
仏
学
校
と
の
合
併
な
ど
で
繁
忙
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
立
ち
消
え
に
が
刊
行
さ
春曰粛が
“之介、校
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なによりも重大だったのは、法律学校への入学者の資格が厳しくなったことである。従来、私立法律学校の特
色
は
、
入
学
は
や
さ
し
く
、
卒
業
は
難
し
い
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
明
治
一
五
年
の
東
京
法
学
校
設
置
願
で
は
、
入
学
の
資
格
と
し
て
は
「
普
通
ノ
文
章
ヲ
読
ミ
得
ル
ノ
カ
」
だ
け
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
一
七
年
四
月
の
規
則
改
正
願
で
も
「小学卒業以上ノ学力」程度が要求されているにすぎなかった。しかし、この特別監督条規により、入学資格は
中学校卒業程度の学力が要求されるようになった。授業料収入が学校の主たる収入源であった本学は、非常な打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
入
学
者
が
激
減
し
、
そ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
卒
業
者
も
激
減
す
る
の
で
あ
る
。
この特別監督条規に入った五大法律学校の卒業生は、「文官試験試補及見習規則」により、判任官候補としての
「見習」に無試験で任用され、奏任官候補としての「試補」任用のための「高等試験」の受験資格が与えられる、
という特典が与えられた。この特別条規は、明治一一一年五月特別認可学校規則にとって代わられる（明治二六年廃
止）。第一回高等文官試験実施に際して私立学校卒業生の受験資格を明確にし、法律学以外に、認可学校の対象を
（６）官によるコントロールの強化の時代（明治一九年～二一一年）
明治一九年の帝国大学令の制定を皮切りに、学校体系の整備が進んだ（以下、『百年史』による）。本学に、大き
く変革を迫ることになったのが、同年八月二五曰付で出された「私立法律学校特別監督条規」である。常時・試
験時の臨検、授業時間表、定期試験科目、時間割、試験成績表などの提出を義務づけ、さらには、校主に対して
学科課程・教授法につき論告できること（学年ごとに授業科目まで指示される）、また、当該私立法律学校の卒業生
のうち、帝国大学総長が優等と認めた者に対して、法科大学で司法官立ち会いのもとで委員が口述試問を実施し、
及
第
す
れ
ば
及
第
証
を
交
付
す
る
、
と
い
う
。
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東京を去った。
さ
ら
に
、
教
頭
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
、
主
幹
薩
唾
正
邦
と
い
う
学
校
長
抜
き
の
学
校
体
制
は
許
さ
れ
な
く
な
り
、
菅
へ
の
届
出
の
際
に
）
設
立
者
お
よ
び
学
校
長
の
連
署
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
私
塾
的
な
体
裁
の
学
校
で
あ
っ
て
は
生
き
残
れ
な
い
時
代
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
薩
唾
は
決
断
を
迫
ら
れ
た
。
特
別
認
可
学
校
規
則
公
布
の
翌
月
（
一
二
年
六
月
）
、
校
長
には司法省刑事局長の河津祐之（口絵写真④）が就任し、薩唾は主幹の地位を辞任するに至る（同年九月本学は特別
認可学校として認可される）。薩唾は、その後、明治一一三年九月に第一一一高等中学校の法学部の教員として採用され、
続き、苦境にたたされた。『関西大学七十年史』、授業料収入に財政的基盤を頼っていた本学としては、入学資格を
厳
し
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
生
の
確
保
が
困
難
に
な
り
、
経
営
上
の
行
き
詰
ま
り
が
は
っ
き
り
し
始
め
て
き
た
。
政治学、理財学を教授する学校へと広げた。さらに、帝国大学総長から文部省の監督下に入ることになった。こ
の特別認可学校卒業生は、裁判所構成法（明治一一三年）、判事検事登用試験規則（明治一一四年）で、判検事試験（第
一回試験。筆記試験五科目、口述試験三科目）の受験資格が与えられた（「百年史』九三頁以下）。
本
学
は
、
時
代
の
要
請
に
従
っ
て
法
曹
養
成
学
校
と
し
て
の
性
格
を
強
調
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
官
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
ることが絶対に必要になると同時に（認可を受けられなかった関西法律学校は、学生が認可学校に移るといったことが
（
１
）
仏
学
会
と
東
京
仏
学
校
仏
学
会
は
、
明
治
一
九
年
五
月
、
三
、
東
京
仏
学
校
時
代
辻新次（口絵写真⑤）、古市公威などが主唱者になって、「仏学ヲ修ムルニ便スルタ
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では、先行の専修学校や東京専門学校をさしおいて、新興の英吉利法律学校［中央大学の前身］が選ばれ、右東京仏学校と同
じく明治二○年から年間五千円の補助を受けることになった。「百年史』一一一一頁以下）。この新興の学校には当初法律科
が
な
か
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
仏
学
会
会
計
事
務
取
扱
規
則
（
二
○
条
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
補
助
金
（
下
賜
金
）
は
、
外
国教員の報酬と洋書の購入に限って使用することができた（前掲資料集七一頁）。東京仏学校は急邊学則を改正し
て、（二○年七月から）仏語法律科を設けることになった。同校の規則をみると、授業はすべて講義の書き取りだ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
日
本
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
曰
本
法
を
教
授
し
、
そ
れ
が
な
い
分
野
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ス
法
を教授することになっていた。二一年には同校は、法律科、普通科ともに特別認可学校となっている。アペール、
打
ち
切
り
が
決
ま
っ
た
。
ち
な
み
に
、
独
法
系
で
は
す
で
に
明
治
一
九
年
か
ら
独
逸
協
会
学
校
が
年
間
二
万
円
の
補
助
を
受
け
て
お
り
、
英
法
系
ら
議
員
と
政
府
委
員
で
あ
る
箕
作
麟
祥
司
法
次
官
と
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
そ
の
際
、
学
校
の
選
定
に
疑
問
が
出
さ
れ
、
最
終
的
に
は
補
助
金
の
○
年
）
二
七
○
頁
以
下
に
は
、
明
治
一
一
四
年
一
月
一
九
日
、
同
二
九
日
の
帝
国
議
会
衆
議
院
第
一
回
通
常
会
予
算
案
全
院
委
員
会
で
、
高
田
早
苗
〆仏学校ヲ設クルヲ目的」として設立され（仏学会会則第一条。以下、仏学会と東京仏学校については資料集第二六集
による）。同年二月に東京仏学校が開校した。仏学会理事員で帝国大学教授の古市公威（口絵写真⑦）が学校長
心
得
と
な
り
、
二
○
年
一
一
月
に
は
文
部
省
参
事
官
の
大
島
誠
治
が
こ
れ
に
代
わ
っ
た
。
こ
の
学
校
は
、
東
京
法
学
校
と
道
を
隔
て
て
向
か
い
あ
う
場
所
に
あ
っ
た
。
仏
語
専
門
の
語
学
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
は
、
’
六
名
の
生
徒
で
あ
っ
た
が
、
二
○
年
一一月現在、在校生は一二五名に達した。同年四月司法省から年間五千円の補助金を受けることになったことが、
学
校
組
織
の
変
革
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
こ
の
補
助
金
は
わ
ず
か
数
年
間
だ
け
だ
っ
た
が
、
補
助
金
の
金
額
は
非
常
に
大
き
い
。
東
京
法
学
校
の
年
間
の
収
入
が
一
五
○
○
円
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
大
き
さ
が
わ
か
る
（
『
百
年
史
』
二
六
頁
）
。
な
ぜ
こ
の
時
期
、
司
法
省
が
特
定
の
学
校
に
の
み
補
助
金
を
交
付
し
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
（
「
早
稲
田
大
学
百
年
史
・
別
巻
Ｉ
』
二
九
九
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こ
の
う
ち
、
「
保
存
料
」
と
は
お
そ
ら
く
貸
出
料
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
貸
出
の
期
限
が
七
月
と
一
二
月
と
い
う
よ
う
に
か
な
り
長
期
に
わ
た
っ
て
い
る
の
は
、
第
二
六
条
に
い
う
よ
う
に
、
貸
出
の
主
な
対
象
が
教
科
書
の
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
分
類
・
整
理
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
図
書
館
の
機
能
の
一
つ
で
あ
る
ル
ー
ル
が
す
で
に
東
京
仏
学
校
規
則
に
は
定
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
東
京
仏
学
校
は
、
突
然
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
資
金
が
潤
沢
に
な
っ
た
も
の
の
、
学
生
の
確
保
に
不
安
を
抱
き
（
学
生
数
の
ピ
ー
クは明治一三年一月で一五六名である）、既存の法律学校との合併によってこの不安を解消しようと動き出した。
籍
が
本
学
の
書
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
富
井
な
ど
東
京
法
学
校
関
係
者
が
講
師
と
し
て
教
壇
に
立
っ
た
。
第
二
十
八
条
借
覧
ノ
書
籍
ハ
毎
年
七
月
十
一
一
月
一
一
返
納
セ
シ
メ
調
査
ノ
上
更
二
貸
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
第
二
十
九
条
借
覧
ノ
書
籍
ヲ
紛
失
若
ク
ハ
穀
損
ス
ル
者
ハ
相
当
ノ
代
価
ヲ
以
テ
弁
償
セ
シ
ム
第
一
一
一
十
条
病
気
若
ク
ハ
帰
郷
等
ニ
テ
欠
課
一
箇
月
以
上
一
一
及
フ
者
ハ
保
証
人
ヲ
以
テ
借
覧
ノ
書
籍
ヲ
返
納
ス
ヘ
シ
但
退
学
ス
第
五
章
書
籍
第
二
十
六
条
第
二
十
七
条
さて、東京仏学校規則には注目すべき規定がある。書籍の借覧規定である（資料集第四集［’九八○年］三八頁参照）。
東
京
仏
学
校
は
、
司
法
省
の
補
助
金
で
フ
ラ
ン
ス
か
ら
教
科
書
用
に
書
籍
を
購
入
し
た
。
そ
の
こ
ろ
購
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
書
ヲ
納
ム
ル
者
ハ
届
出
ノ
当
日
之
ヲ
返
納
ス
ヘ
シ
教
科
用
書
ハ
生
徒
ノ
自
弁
ト
ス
但
本
校
二
於
テ
保
証
金
ヲ
預
リ
保
存
料
ヲ
収
メ
テ
之
ヲ
貸
付
ス
ル
事
ア
ル
可
シ
書
籍
ヲ
借
覧
セ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
先
受
持
教
員
ノ
認
可
証
ヲ
示
シ
借
覧
証
瀝
簿
二
捺
印
シ
所
定
ノ
保
証
金
及
保
存
料
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の発展をはかるため簡易の通俗図書館を開設して世間に模範を示したい。読書の教育効果は大きい。主として、
わかりやすく面白く害のない書籍を収集して、生徒のみならず職業の如何にかかわらず、広く人々に書籍を閲覧
させたい。その便益は第一に、生徒の課業を補い、さらに疲労した精神を慰める。第二に、中途退学者は学業を
復習できる。第一一一に、学校卒業後、勉強する場のない者がここで学べる。第四に、昼間労働し、夜間学ぼうとす
し
よ
じ
や
く
（
Ｏ
二
）
大
日
本
教
育
会
付
属
書
籍
館
帝国教育会付属書籍館
大
日
本
教
育
会
は
、
全
国
に
設
け
ら
れ
た
小
学
校
の
教
員
た
ち
を
中
心
と
す
る
組
織
で、明治一六年に活動を開始した。「同志結合シテ我国教育ノ普及改良及ピ
上進ヲ図リ、併セテ教育上ノ施設ヲ翼賛スルコト」を目的とした（大日本
教育会については、佐藤政孝『東京の近代図書館史」［新風舎、’九九八年］によ
る）。演説会、談話会、講座、討論会、研修会等を開くほか、機関誌（「大
日本教育会雑誌」）を発行している。伊藤博文、大木喬任、西郷従道、森
有礼らが名誉会員に名を連ねていることからも、その意気込みのほどがわ
かる。会長の辻新次がリーダーシップをとって、教育政策のために書籍館
辻の書籍館構想はこうである（佐藤・前掲書一一八頁以下）。｜般公開の図書
館（国会図書館の前身の一つは東京図書館一館あるのみである。官民とと
もに学校教育の経営が急務で社会教育にまで手がまわらないが、社会教育
（図書館）を発足させた。
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籍
館
の
入
口
に
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
文
庫
」
の
標
札
を
出
し
て
お
く
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
る
）
。
室での閲覧に限定で、館外貸出は不可）。
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
閲
覧
に
関
し
て
は
書
籍
館
規
則
に
従
う
こ
と
、
図
書
修
理
の
費
用
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
文
庫
の
負
担
と
す
る
こ
と
、
書
この条件を満たすために、神田柳原河岸に移転し、二一一年七月一五日開館した（閲覧料はとっていた）。当初書
籍館には寄贈が相次ぎ、ボアソナード文庫もその一つであった（大曰本教育会雑誌号外総集会記事第四［明治二四年
六
月
］
八
頁
以
下
に
七
カ
条
か
ら
な
る
「
法
律
書
委
託
ノ
件
二
付
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
文
庫
卜
大
日
本
教
育
会
卜
取
結
フ
所
ノ
約
定
書
ノ
件
」
が
掲
載
九時まで開館となっている。大日本教育会雑誌号外総集会記事第一一［明治一三年］三一一一頁）、さらに、閲覧室には目録等
普
通
書
籍
館
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
を
具
備
す
る
こ
と
、
な
ど
の
厳
し
い
条
件
が
課
せ
ら
れ
た
（
大
日
本
教
育
会
雑
誌
八
六
号
［
明
治
二一一年（一一一月一一五日）には、文部省から、東京図書館蔵の普通図書を一○年間貸与する、との申し出を受けた。そ
の
さ
い
、
閲
覧
者
の
多
く
に
と
っ
て
便
利
な
場
所
に
書
籍
館
を
移
転
す
る
こ
と
、
火
災
等
の
お
そ
れ
の
な
い
書
庫
を
造
る
こ
と
、
閲
覧
室
は
少
な
く
と
も
一
五
○
人
を
収
容
で
き
る
規
模
の
も
の
と
し
、
昼
夜
入
館
を
許
す
こ
と
（
明
治
一
一
二
年
頃
の
書
籍
館
規
則
第
二
条
に
よ
る
と
、
季
節
に
よ
っ
て
時
間
は
異
な
る
が
、
例
え
ば
、
’
○
月
～
’
二
月
の
場
合
だ
と
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
半
、
午
後
六
時
か
ら
午
後
冊を提供した。
一一一一年］三五四頁以下参照）。開館以来、小学生徒の閲覧も認めていた（｜般の閲覧は有料。閲覧券一回分約一銭。閲覧
る者がここで学べる。
開
館
の
翌
年
明
治
二
一
年
に
は
、
閲
覧
者
は
一
万
七
○
｜
人
と
な
り
、
前
年
よ
り
八
七
九
七
人
の
増
加
と
な
っ
た
。
こ
の
閲
覧
者
の増加に対処するため、書籍館は東京図書館に通俗本の一括貸付を要請し、和漢書一四七六○冊の貸付を受けた。
明
治
’
九
年
一
○
月
に
、
書
籍
館
の
設
立
方
針
が
決
定
し
た
。
辻
は
書
籍
収
集
に
奔
走
し
、
彼
の
所
有
す
る
和
漢
洋
書
一
二
四
六
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し
か
し
、
書
籍
の
紛
失
破
損
等
が
頻
発
し
、
そ
の
た
め
の
管
理
費
が
か
さ
み
、
財
政
基
盤
の
弱
い
教
育
会
に
は
そ
れ
が
負
担
と
な
った。｜｜年後（’一四年三月）、神田一橋の教育会本部内に書籍館を戻している。苦しい経営の中でも夜間開館は続
け
た
が
、
二
五
年
に
は
つ
い
に
こ
の
夜
間
開
館
を
止
め
た
。
（
二
九
年
に
は
帝
国
教
育
会
書
籍
館
、
四
○
年
に
は
私
立
教
育
図
書
館
と
名
称
を改め、経営改善を図るも）最終的には明治四四年東京市に移管してしまった（東京市では、市立神田簡易図書館とし
て同年二月に開館。その後、大正一一年に一橋図書館と改称）。なお、明治一一一一一年一一一月一一四日に文部省は、’○年の期
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
法
律
は
第
五
門
で
あ
る
）
。
和
漢
書
誌は二一一一種、新聞は八四紙、合計一一九六種である。
日
平
均
閲
覧
図
書
三
九
四
冊
）
頁以下による。なお同誌号外総集会記事第五［明治一一五年］一三頁以下には過去五年間の統計もある。また、図書が八門に
分類されている。ちなみに法律は第五門である）。和漢書一一一万四○’一冊、洋書一一一一一一一一○冊、合計三万六一一一四一冊。雑
参
考
ま
で
に
、
明
治
二
三
年
一
一
一
月
現
在
の
蔵
書
数
な
ど
を
挙
げ
て
お
こ
う
（
以
下
は
、
大
日
本
教
育
会
雑
誌
号
外
総
集
会
記
事
第
四
・
一
五
二
種
、
新
聞
は
八
四
、一一三年の増加冊数
一一三年の開館日数一一一四一一一日／閲覧者一万九一一一七○人／閲覧図書数一一一一万五一一一七四冊（｜日の平均閲覧者五六人、
本
館
購
入
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
文
庫
委
託
東
京
図
書
館
貸
付
公
衆
寄
託
公
衆
委
託
三○七四冊、
九八八冊、
和
漢
書
五四一冊、
一五二冊、￣ 冊
、
五
二
六
冊
四
六
○
○
冊
洋
書五三
冊
一
一
一
一
○
五
冊
○
冊
○
冊
五
四
一
冊
一
冊
計
九
八
九
冊一
一
冊
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照
）
、
図
書
・
資
金
の
寄
付
を
募
っ
た
。
創
立
委
員
の
大
半
は
、
明
治
法
律
学
校
、
東
京
法
学
校
の
関
係
者
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
こ
す
る
書
籍
を
収
集
し
、
｜
般
の
閲
覧
に
供
し
よ
う
と
（
文
庫
創
立
概
則
第
一
条
。
こ
の
概
則
に
つ
い
て
は
資
料
集
第
一
集
二
一
一
四
頁
以
下
参
「
日
本
近
代
法
の
父
」
と
い
わ
れ
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
刑
法
、
治
罪
法
（
刑
事
訴
訟
法
）
、
民
法
な
ど
の
法
典
の
起
草
、
司
法
省
法
学
校
で
の
法
曹
教
育
と
い
う
多
忙
な
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
東
京
法
学
校
で
も
、
教
頭
と
し
て
無
報
酬
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
。
明
治
政
府
が
欧
米
列
強
と
の
間
で
不
平
等
条
約
の
改
正
交
渉
を
お
こ
な
っ
て
い
た
明
治
二
○
年
夏
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
司
法
大
臣
宛
の
意
見
書
が
本
人
の
知
ら
な
い
う
ち
に
政
治
的
に
利
用
さ
れ
、
結
局
改
正
交
渉
は
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。
『
百
年
史
』
に
は
、
こ
の
頃
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
興
味
深
い
東
京
法
学
校
で
の
講
義
風
景
が
描
か
れ
て
い
る
（
一
○
五
頁
以
下
）
。
あ
る
曰
ボ
さ
て
、
明
治
二
二
年
春
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
一
時
帰
国
に
際
し
て
、
箕
作
麟
祥
、
名
村
泰
蔵
ら
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
功
績
を
後
世に長く伝えようとして、「ボアソナード文庫」を創立するために立ち上がった（以下は、岡「ボアソナード文庫に
ついて」ＨＵＬ通信三八号［法政大学図書館、一一○○｜｜年］四頁に依拠している）。そして、広く法律、政治、経済に関
と
条
約
改
正
交
渉
の
頓
挫
と
の
関
係
を
知
っ
て
、
師
の
異
様
な
態
度
を
納
得
し
た
と
い
う
。
ア
ソ
ナ
Ｉ
Ｆ
の
質
問
が
難
し
か
っ
た
せ
い
か
、
学
生
に
何
度
質
問
し
て
も
誰
一
人
答
え
よ
う
と
し
な
い
。
と
突
然
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
激
昂
し
た
様
子
で
、
法
律
家
た
る
者
、
紛
争
解
決
を
求
め
ら
れ
た
ら
そ
れ
を
回
避
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
う
で
な
い
と
、
「人民は裁判を得る所なく、世は争奪に終らんのみ」。しかもここに国の独立がかかっており、国家有用の法曹が
い
な
け
れ
ば
、
裁
判
権
も
外
国
人
の
手
に
ゆ
だ
ね
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
で
は
独
立
国
家
と
い
え
な
く
な
る
で
は
な
間
満
了
に
伴
っ
て
、
貸
出
し
た
（
３
）
ボ
ア
ソ
ナ
ー
Ｆ
文
庫
い
か
と
、
目
に
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
語
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
学
生
た
ち
は
あ
っ
け
に
と
ら
れ
て
い
た
が
、
後
日
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
貸
出
し
た
図
書
を
東
京
図
書
館
に
返
却
す
る
こ
と
を
要
求
し
、
同
年
五
月
返
還
を
受
け
て
い
る
。
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とには、寄付者の中に佐々木茂三郎、中鉢美明など東京法学校の学生も一一名確認できる（資料集第一集二○二頁以
願
騒
騒
騨
鷺
篭
魚
敷
蕊
閣
照
鰯
再
弾
構
調
・
鋳
囲
鴬
瞬
擬
憾
騨
鶴
盟
圀
露
踊
泣
溌
錨
翻
駒
一
謝
翻
罰
騨露欝蟻鶏醗鋼穣篭麺國騨蟻迩露鍾瞬癬騨鰯懲〉灘繊騨溌騨騨璽露
謬鈎翻函患
■ 
錘鴎璽露酔醗酵霧転琶②・・麹躍醜竃可必》
灘蕊
蝋
：劉藍譲誓
…這擬麗駕蔦
ボアソナード文庫創立趣意書(2) ポアソナード文庫創立趣意書(1)
前述のように、明治四四年一○月、同書籍館は東京市に委管された。その際、
ボアソナード文庫は（約四○○○冊）、掛下重次郎館長の下で図書館事業を積極
立概則一一条）。
明治一一一一年五月に同文庫が東京仏学校内に開館した。一一三年和仏法律学校の
校
舎
移
転
前
に
、
仏
学
会
の
決
議
に
よ
り
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
文
庫
は
大
日
本
教
育
会
付
属
書
籍
館
に
委
託
さ
れ
た
（
前
述
（
２
）
参
照
）
。
こ
の
書
籍
館
を
和
仏
法
律
学
校
の
講
師
・
学
生
な
お
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
文
庫
の
規
定
中
に
は
、
実
際
に
実
現
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
た
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
文
庫
充
分
整
備
之
上
ハ
地
方
賛
成
者
ノ
便
ヲ
謀
り
内
外
法
律
書
籍
講
述
二関スル世話其他学術質問二対シ之一一回答スルノ労ヲ取一フントス」と（文庫創
た
ち
は
よ
く
利
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
前
述
の
石
井
豊
七
郎
の
回
想
参
照
）
。
昭①。
下
参
照
）
。
明
治
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
る
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
文
庫
収
支
内
訳
帳
自
明
拾
二
十一一年二月至明拾二十五年十月」によれば、当初五○○円を借り入れて活動が
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
次
第
に
寄
付
金
が
集
ま
り
、
順
次
書
籍
を
購
入
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
有志からの書籍の寄附も相次いだ（東京日日新聞によれば、明治二五年五月二日か
ら
六
月
六
日
ま
で
に
は
、
約
七
三
○
人
が
寄
付
を
申
し
込
ん
だ
と
い
う
。
酒
井
（
｜
）
一
一
一
一
一
一
頁
参
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依拠している）。
明
治
二
二
年
五
月
、
経
営
難
に
悩
む
東
京
法
学
校
と
、
資
金
は
潤
沢
に
あ
り
な
が
ら
将
来
の
学
生
数
の
確
保
に
不
安
を
抱
い
て
い
た東京仏学校が合併して、和仏法律学校と称した。「東京仏学校東京法学校合併一一付両校問契約ノ事」からいくつ
か
関
係
あ
る
部
分
を
抜
き
出
し
て
お
こ
う
（
資
料
集
第
二
六
集
九
一
頁
。
以
下
東
京
仏
学
校
に
関
す
る
事
柄
は
、
主
と
し
て
こ
の
資
料
集
に
生
き
延
び
て
い
る
（
法
政
大
学
名
誉
教
授
・
安
岡
昭
男
氏
所
蔵
本
。
前
掲
Ｈ
Ｕ
Ｌ
通
信
三
八
号
に
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
文
庫
蔵
書
之
印
」
及
び
「
大
心
と
す
る
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
人
脈
の
講
師
は
、
明
治
二
○
年
末
頃
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
去
っ
て
し
ま
い
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
の
濃
密
な
関
係が徐々に希薄になっていったことなどによって、法政に同文庫をぜひもってきたいという熱意に結びつかなか
的に推進していた明治大学図書館に移管された（ちなみに、同図書館は、明治四一年四月から一般人に図書館を公開し
日本教育会書籍館」の図書ラベルの写真が掲載されている）。
ている）。
ったのかもしれない。
第
三
新
設
学
校
理
事
員
ハ
仏
学
会
選
出
ノ
委
員
卜
東
京
法
学
校
ノ
現
校
務
員
ヲ
以
テ
之
二
充
ッ
同
文
庫
は
、
大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
で
灰
壗
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
幸
い
に
も
、
何
点
か
は
今
曰
ま
で
同文庫はなぜ法政大学に来なかったのか。その理由を詳らかにする資料はなにも残っていない。薩唾正邦を中
（
１
）
東
京
法
学
校
と
東
京
仏
学
校
の
合
併
四
、
和
仏
法
律
学
校
時
代
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費
が
赤
字
と
な
り
、
本
来
仏
学
会
が
予
定
し
て
い
た
雑
誌
の
発
行
を
中
止
し
て
、
そ
れ
に
用
い
る
べ
き
だ
っ
た
資
金
で
補
助
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
学校の学監、事務長および仏学会の理事員が担当し、和仏法律学校長が同校の校長を兼ねることになった。「明法志叢」二号
この第五に関連して、東京仏学校長大島誠治の「東京仏学校学事報告」（明治二一年八月～一一一一年七月）によれば、
二一一年九月、旧東京仏学校にあった書籍、器械、金員等はすべて新設学校に引き継がせたという。
同校は、仏語法律科、邦語法律科、専修科（専修科生とは特別認可生ではない学生のことで、入学試験が尋常中学卒
業程度の学力を要求される特別認可生と異なるが、法律学の授業は特別認可生と同一のものを、同じ教室で受けたという）、
普
通
科
の
四
コ
ー
ス
か
ら
な
っ
て
い
る
。
「
法
律
の
元
祖
」
と
い
わ
れ
た
箕
作
麟
祥
（
口
絵
写
真
⑥
）
が
初
代
校
長
に
就
任
し
た
。
ち
なみに、二一一一年一○月には、仏語普通科を分離して、東京仏語学校を設置した（本校の付属とする。管理は和仏法律
さて、箕作校長は、明治一一一一一年の卒業証書授与式の学事報告の中で（資料集第二六集一一七頁以下）、同年一一一月か
ら、新たに裁判所構成法を科目に加え、民法・訴訟法・商法については、認可規則に従って日本の新法典を講義
た
よ
う
で
あ
る
。
同
校
は
明
治
三
○
年
頃
自
然
消
滅
し
た
よ
う
で
あ
る
）
。
［明治一一五年四月］の巻末に趣意書の広告および第一年級生募集の記事がある。この東京仏語学校は明治二四年前後に学校経
第
四
第
五
司
法
省
ノ
補
助
金
ハ
仏
国
教
師
雇
入
及
上
仏
書
購
求
ノ
外
ハ
之
ヲ
費
用
ス
ル
ヲ
許
サ
ス
仏学会ノ財産ニシテ現二東京仏学校ノ用一一供シタルモノト東京法学校ノ財産ハ予〆評価ヲ為シタル後合
併
シ
之
ヲ
新
設
学
校
ノ
用
一
一
供
シ
仏
学
会
卜
旧
東
京
法
学
校
校
務
員
ト
ノ
共
有
ト
シ
新
設
学
校
ノ
理
事
員
一
一
於
テ
之
ヲ
管
理スヘシ（第二項は省略）
仏
学
会
選
出
ノ
委
員
ハ
東
京
法
学
校
ノ
現
校
務
員
卜
同
数
タ
ル
ヘ
シ
但
東
京
法
学
校
ノ
現
校
務
員
ハ
仏
学
会
ノ
委
員
ト
シ
テ
選
出
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
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業証書授与式が行われている）。ここに初めて、法政大学図書館の歴史上「書籍閲覧室」なる名称が登場したのであ
る
。
閲
覧
室
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
部
屋
で
の
閲
覧
に
せ
よ
、
前
述
の
東
京
仏
学
校
規
則
の
よ
う
な
図
書
閲
覧
の
規
則
（
書
籍
借
覧
規
定
）
な
ど
も
当
然
前
提
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
後
明
治
三
一
一
年
の
「
図
書
閲
覧
室
設
定
規
定
」
ま
で
、
こ
の
書
籍
閲
覧
室
の
利
用
状
況
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
閲
覧
規
則
な
ど
に
つ
い
て
言
及
し
た
資
料
は
今
曰
ま
で
一
切
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
た
し、
。
務
室
、
応
接
所
と
と
も
に
「
書
籍
閲
覧
室
」
を
設
置
し
た
こ
と
を
述
べ
た
（
右
資
料
集
二
八
頁
。
同
時
に
仏
学
会
も
移
転
。
こ
こ
で
卒
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
仏
国
法
律
は
参
考
と
し
て
教
授
す
る
こ
と
に
な
っ
た
旨
述
べ
た
。
ま
た
、
講
師
陣
と
し
て
は
、
教
頭
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
ほ
か
、
「
ル
ヴ
ヒ
リ
ョ
ー
」
、
富
井
、
本
野
一
郎
、
飯
田
宏
作
、
大
島
誠
治
、
小
野
衛
門
太
、
小
川
鐵
吉
、
亀
山
貞
義
、
春
日
索
、
柿
原
武
熊
、
吉
原
三
郎
、
田
代
律
雄
、
松
室
致
、
福
原
直
道
、
寺
尾
亨
、
嵯
峨
根
不
二
郎
、
水
町
袈
裟
六
、
城
数
馬
、
平
島
及
平
、
森
順
正
、
両
角
彦
六
、
さ
ら
に
科
外
講
義
と
し
て
中
村
純
九
郎
、
ア
リ
ヴ
ェ
ー
、
ヴ
ェ
ル
ド
ラ
ン
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
この箕作の学事報告によれば、一一一一一年七月の邦語法律科卒業生は九九名、二一一年一一一月の臨時卒業試験による
卒業生は二八名、創立以来一一一一一年七月までに邦語法律科卒業生は一一一五一名に達した。
東
京
仏
学
校
か
ら
受
け
継
い
だ
書
籍
な
り
貸
出
規
則
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
和
仏
法
律
学
校
に
蓄
積
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
学
生
数
の
飛
躍
的
な
増
大
に
よ
っ
て
学
校
所
蔵
の
蔵
書
の
管
理
も
必
要
に
な
っ
た
は
ず
な
の
に
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
れ
に
関
す
る
資
料
が
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
事
実
を
書
く
の
み
に
と
ど
め
、
資
料
の
発
掘
を
将
来
に
期
待
し
な
お
、
東
京
仏
学
校
で
は
、
合
併
す
る
前
に
、
基
本
財
産
を
確
定
す
る
目
的
で
同
校
蔵
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
蔵
書
印
を
押
し
て
い
る
。
法
政
大
学
図
書
館
に
は
、
東
京
法
学
校
印
が
押
印
さ
れ
て
い
る
図
書
が
現
存
す
る
が
（
箕
作
麟
祥
増
訂
『
仏
藺
西
法
律
書
憲
法
．
さらに、箕作は、富士見町六丁目に完成した新校舎に（山口半六の設計。’一一○○坪。四月起工）、講堂（六室）、事
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明治一一一一一年の箕作の学事報告によれば、前年から一一一回に分けてフランスに書籍を計七八七冊注文しており（代
価は九四六円九一一一銭）、さらに、二一一年八月には、パリの書店・ラローズホルセル商会から法律書一一一冊を始め、
万
国
地
理
、
歴
史
書
等
が
寄
贈
さ
れ
た
（
前
掲
資
料
集
一
一
八
頁
）
。
こ
の
注
文
は
毎
年
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
四年の学事報告では、仏語法律科の参考図書（例えば『仏文民法草案第四編」、『第五編』各二五冊）を司法省から借
用したり、東京仏語学校では、教科書として、『大万国史」一五部、『テレマック」｜二部、「理財学」『羅馬盛衰
論
』
各
一
一
部
等
を
第
一
高
等
中
学
校
か
ら
借
用
し
て
い
る
、
と
い
う
（
前
掲
資
料
集
一
三
八
頁
）
。
ママ
一一一一一年九月以降寄贈された書籍としては、「帝国大学一覧」｜冊、『帝国大学図書館和漢室白目」、同『横文書目』
各一冊、「近世代数」一冊（吉川半七から）、『曰本六法全書」一冊（博聞社から）、『民法問答全集」｜冊萌法堂か
令
に
よ
り
法
政
大
学
と
名
乗
っ
た
時
、
初
代
総
理
と
坐
を
執
る
か
た
わ
ら
、
本
学
の
学
校
経
営
に
尽
力
し
た
。
明治一一四年九月の「和仏法律学校及上東京仏語学校学事報告」（前掲資料集一三八頁）によれば、’’一一｜年九月に梅
謙
次
郎
が
学
監
・
理
事
員
に
就
任
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
同
年
八
月
に
仏
独
の
留
学
か
ら
帰
国
し
、
た
だ
ち
に
帝
国
大
学
法
科
大
学
教
授
に
な
っ
た
梅
が
本
学
に
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
最
初
の
資
料
で
あ
る
。
梅
は
、
そ
の
後
一
一
三
年
に
和
仏
の
校
長
に
な
り（一時、一一一三年一○月から約一一年間富井が校長を務める。梅が文部省総務長官を兼務したためである）、さらに専門学校
令により法政大学と名乗った時、初代総理となった。明治四三年八月に死去するまでこの地位にとどまり、教鞭
ろう。
民
法
』
［
博
聞
社
蔵
版
、
’
八
八
三
年
］
）
、
お
そ
ら
く
こ
の
印
も
同
じ
目
的
を
も
っ
て
、
合
併
前
に
押
印
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
い
だ
（
２
）
こ
の
時
期
の
寄
贈
図
書
等
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第
六
条
大
日
本
教
育
会
書
籍
館
ハ
此
約
定
継
続
中
ハ
該
館
ノ
入
口
へ
（
仏
学
会
塩
田
文
庫
）
ノ
標
札
ヲ
掲
出
ス
ヘ
キ
事
第
七
条
此
約
定
継
続
中
ハ
仏
学
会
々
員
及
和
仏
法
律
学
校
々
員
生
徒
ニ
シ
テ
閲
覧
券
携
帯
ノ
モ
ノ
ハ
無
料
ニ
テ
該
図
書
ヲ
閲
覧
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
事
但
特
別
閲
覧
料
ハ
其
限
ニ
ア
ラ
サ
ル
事
仏学会に寄贈された塩田蔵書には、「仏学会塩田文庫之章」印が押されている。なお、東京図書館には、塩田一一一
郎
の
蔵
書
（
大
半
が
英
書
）
が
キ
ン
夫
人
を
通
し
て
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
国
会
図
書
館
所
蔵
の
も
の
と
法
政
大
学
図
書
館
所
蔵
の
も
の
幸ナリ」（前掲資料集一一一三頁）。
には（いかなる経緯によって仏学会から本学に受け入れられるに至ったかは、不明である）、同一の「塩田蔵書」印（丸
箕作校長の学事報告。前掲資料集一三九頁）。
ら
）
な
ど
が
あ
る
。
法
律
・
地
理
・
経
済
に
関
す
る
書
籍
四
五
冊
（
黒
川
誠
一
郎
か
ら
）
、
仏
語
科
学
期
試
験
優
等
生
賞
与
品
と
し
て
銅牌一一一個・仏書六冊（仏国アリャンスフーフンセーズから）が、本校生徒に分配するために寄贈された（二四年九月の
仏学会は、大曰本教育会に塩田文庫を委託した。その約定の主なものを引用しておこう（前掲資料集一二四頁）。
第
一
条
仏
学
会
ハ
塩
田
文
庫
所
蔵
ノ
書
籍
ヲ
大
口
本
教
育
会
書
籍
館
一
一
委
託
シ
広
ク
学
者
ノ
閲
覧
二
供
ス
ル
事
第
五
条
仏
学
会
ヨ
リ
委
託
シ
タ
ル
図
書
閲
覧
上
一
一
関
シ
テ
ハ
総
テ
大
曰
本
教
育
会
書
籍
館
規
則
一
一
依
ル
ヘ
キ
事
鐘霧
Ｆ軸餌》
塩田三郎
明治一一一一一年三月、外交官であった塩田一一一郎の蔵書・仏書四五四冊（法律、
政治、文学書等からなる）が、子息の孝太郎から、榎本武場を介して仏学会に
対
し
て
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
塩
田
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
遺
言
に
よ
る
と
い
う
。
「
予
仏
国
一一趣クコト凡ソ一一一次毎二好書二遇ヘハ必講得シテ帰り遂二此数十巻ノ多一一至
ル
…
…
之
ヲ
仏
学
ヲ
修
ム
ル
所
一
一
納
〆
公
衆
ノ
用
一
一
供
シ
少
夕
稗
益
ス
ル
所
ラ
ハ
亦
予
力
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注
１
本
章
と
次
章
で
頻
繁
に
引
用
す
る
文
献
の
略
称
を
ま
と
め
て
お
く
。
明
治
一
一
○
年
代
の
和
仏
時
代
の
法
曹
進
出
に
関
す
る
資
料
は
意
外
に
少
な
い
が
、
明
治
二
六
年
一
○
月
の
卒
業
証
書
授
与
式
で
の
学事報告に基づいてまとめておくと、一一五年六月の公証人試験の合格者は六名、同年末施行の弁護士試験の合格
者は一四名、二六年一一一月施行の判検事試験合格者は人名、同年九月施行の同試験合格者は一一一名、という（一一六年
七
月
末
の
在
校
生
は
八
○
○
余
名
。
以
上
は
前
掲
資
料
集
一
八
五
頁
に
よ
る
）
。
注
２
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
（
「
五
十
年
史
料
」
）
の
「
明
治
九
年
召
集
新
生
徒
試
験
書
類
今
日
ま
で
法
政
大
学
図
書
館
所
蔵
の
図
書
の
基
本
を
な
し
て
い
る
。
印）が押されている（蔵書印については、山川次郎「蔵書印に見る図書館史」ＨＵＬ通信三七号［二○○二年］四頁以下参照）。
た
だ
お
さ
なお、時代は下がるが、明治一二一一一年七月に死去した醍醐忠順の蔵書（法律書）’’’○六冊が、同年一○月遺族か
ら寄贈された（法学志林一二号九七頁）。これらには「醍醐蔵書」「醍醐忠順蔵書」など「五種類の蔵書印の一部ま
たは全部が押印されている」（山川・前掲ＨＵＬ通信）。帝国図書館（国会図書館の前身）にも、同じ明治一一一三年に、
孫の忠重から忠順蔵書の江戸期以前の和本三一一一八部が寄贈されている、という。塩田文庫やこの「醍醐蔵書」も、
酒井（二）
酒井勇二「法政大学図書館史（第一一回）」法政大学図書館報一
酒
井
二
）
酒
井
勇
二
「
法
政
大
学
図
書
館
史
」
（
第
一
回
）
法
政
大
学
図
書
館
報
一
七
号
（
一
九
六
一
年
）
’
’
’
一
頁
以
下
「夜明け』
資
料
集
第
一
集
『百年史』
「
法
政
大
学
史
資
料
集
第
一
集
」
二
九
七
八
年
。
な
お
、
第
二
集
以
降
も
「
資
料
集
第
＊
集
」
と
し
て
引
用
す
る
）
『
法
政
大
学
百
年
史
」
二
九
八
○
年
）
法
政
大
学
大
学
史
資
料
委
員
会
編
『
法
律
学
の
夜
明
け
と
法
政
大
学
」
（
法
政
大
学
、
’
九
九
三
年
）
八
号
（
一
九
六
一
年
）
一
六
一
頁
以
下
法学課』の綴りの中の書類による。
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